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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公開番号】特開2007-301390(P2007-301390A)
【公開日】平成19年11月22日(2007.11.22)
【年通号数】公開・登録公報2007-045
【出願番号】特願2007-188951(P2007-188951)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   3/00     (2006.01)
   Ａ６３Ｆ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   3/00    ５０４Ｚ
   Ａ６３Ｆ   3/00    ５１１Ｅ
   Ａ６３Ｆ   3/00    ５１５Ａ
   Ａ６３Ｆ   1/02    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月8日(2008.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　財務知識を１人以上の生徒に教える装置であって、
　該装置は、
　１つ以上の財務報告表であって、
　　各財務報告表は、
　　　勤労所得の複数の単位の少なくとも１つのシンボルを含む勤労所得セクションであ
って、勤労所得の複数の単位の各シンボルは、第１の色および第１の形状を含む、勤労所
得セクションと、
　　　受動所得の複数の単位の少なくとも１つのシンボルを含む受動所得セクションであ
って、受動所得の複数の単位の各シンボルは、第２の色および第２の形状を含む、受動所
得セクションと、
　　　出費の複数の単位の少なくとも１つのシンボルを含む出費セクションであって、出
費の複数の単位の各シンボルは、第３の色および第３の形状を含む、出費セクションと、
　　　１つのタイプの資産の少なくとも１つのシンボルを含む資産セクションと、
　　　１つのタイプの負債の少なくとも１つのシンボルを含む負債セクションと
　　を含み、
　　該第１の色、該第２の色、該第３の色は、互いに異なり、該第１の形状、該第２の形
状、該第３の形状は、互いに異なる、１つ以上の財務報告表と、
　矩形のゲームボードであって、
　　該矩形のゲームボードは、
　　　４つの辺および４つのエッジと、
　　　複数のスペースを含む連続的なループのトラックと
　　を含み、
　　エッジは、該４つの辺の各々に沿って延びており、該複数のスペースは、該第２の色
および該第２の形状を含む複数の資産スペースと、該第３の色および該第３の形状を含む
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複数の出費スペースとを含む、矩形のゲームボードと、
　生徒の手持ち現金を示す複数の額面を有するプレー・マネーと、
　複数のトークンであって、
　　該第１の色および該第１の形状のうちの少なくとも１つを含む１つ以上の勤労所得ト
ークンと、
　　該第２の色および該第２の形状のうちの少なくとも１つを含む１つ以上の受動所得ト
ークンと、
　　該第３の色および該第３の形状のうちの少なくとも１つを含む１つ以上の出費トーク
ンと、
　　該連続的なループのトラックに沿った移動のための１つ以上のプレーヤ・ピース・ト
ークンと
　を含む複数のトークンと、
　複数のイベント・カードであって、該複数のイベント・カードのそれぞれが１つ以上の
イベントを記載している、複数のイベント・カードと、
　プレーヤ・ピース・トークンが該連続的なループのトラックに沿って何個のスペースを
移動されるかを決定するデバイスと
　を含む、装置。
【請求項２】
　前記財務報告の前記資産セクション上に配置するための複数の資産アイコンと、
　該財務報告の前記負債セクション上に配置するための複数の負債アイコンと
　をさらに含み、
　該複数の資産アイコンおよび該複数の負債アイコンは、該財務報告のそれぞれのセクシ
ョン上で垂直に立つように適合されている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記連続的なループのトラック上の前記複数のスペースの少なくともいくつかは、マネ
ー・メイキング・イベント、マネー・損失イベントに対応しているか、あるいは、前記複
数のイベント・カードのうちの１つを選択するように生徒に指示する、請求項１に記載の
装置。
【請求項４】
　前記複数のイベント・カードによって記載されている前記複数のイベントは、手持ち現
金を用いて資産を購入し、受動所得を生成する機会を生徒に提供するか、あるいは、該生
徒の該手持ち現金、受動所得、出費、資産、負債のうちの少なくとも１つに潜在的な影響
を与える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数のイベント・カードのうちの少なくとも１つは、前記財務報告表におけるセク
ションからの前記シンボルのうちの少なくとも１つを含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　複数のイベント・カードの複数のデッキをさらに含み、各デッキは、異なるカテゴリー
のイベントに対応している、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記勤労所得セクション、前記受動所得セクション、前記出費セクションは、それぞれ
、勤労所得、受動所得、出費の複数の単位の複数のシンボルを含む、請求項１に記載の装
置。
【請求項８】
　各セクションにおけるそれぞれの複数のシンボルは、勘定することに役立てるために、
所定数の単位にグループ分けされている、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記財務報告表の前記セクションにおける前記シンボルの全ては、少なくとも１つの図
形的特徴を含み、該図形的特徴は、該シンボルと該シンボル上に配置された複数のトーク
ンとの間を区別することに役立てるために、該複数のトークンいずれにも含まれていない
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、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記財務報告表の全てのセクションは、背景色をさらに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記勤労所得セクションおよび前記受動所得セクションは、同じ背景色を有している、
請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記勤労所得、前記受動所得、前記出費の複数の単位の前記シンボルは、勤労所得の単
位、受動所得の単位、出費の単位の異なる額面をそれぞれ示すように、サイズが変化する
、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記デバイスは、少なくとも１つのさいころを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　擬似乱数生成器をさらに含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記擬似乱数生成器は、少なくとも１つのさいころを含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記擬似乱数生成器は、１つ以上のセクションを有するスピンナを含み、各セクション
は、マネー量を示すシンボルを含む、請求項１４に記載の装置。
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